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• BPM Workspace のカスタマイズ・アプリケーションの作成手順を
ステップごとに説明します 

• ブランド・ロゴ、ブランド・タイトルのカスタマイズ 

  

 

 

 

 

• カスタム・スキンの使用 

 

 

 

3 

ハンズオンの目的 (1/2) 
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ハンズオンの目的 (2/2) 

• 外部アプリケーションリンクなどのカスタマイズ 

 変更前 

変更後 
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環境準備 

• WebLogic Server 10.3.5 

• SOA Suite 11gPS4 Feature Pack 

• BPM 11gPS4 Feature Pack 

• Oracle ADF Skin Editor 11gR2 

• Oracle JDeveloper 11gR1 
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BPM Workspaceのカスタマイズ手順 

 
• カスタム・スキンの作成 

スキン・アプリケーションの作成 

 customSkin.jar の作成 

• UIのカスタマイズ・アプリケーションの作成 
 カスタマイズ・アプリケーションの作成 

 customer-impl.jar の作成 

• カスタム・リソースバンドルの作成 
 リソースバンドル・アプリケーションの作成 

 ResourceBundle.jar の作成 

• ライブラリの作成 
上記の三つのjarファイルからcustom.client.applib.jar を作成 

 custom.client.applib.jar をライブラリとしてデプロイ 

• カスタマイズ結果の確認 

Workspaceのルック・アンド・
フィールを変えるためのカス
タム・スキンを作成する 

Workspaceの画面に表示する
内容をカスタマイズするための
アプリケーションを作成する 

Workspaceで利用する、
カスタマイズ・タイトルの含
めるリソースを作成する 

上記の三つのカスタマイズ
機能を一つにまとめる手順 
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• カスタム・スキンの作成 
スキン・アプリケーションの作成 

 customSkin.jar の作成 

• UIのカスタマイズ・アプリケーションの作成 
 カスタマイズ・アプリケーションの作成 

 customer-impl.jar の作成 

• カスタム・リソースバンドルの作成 
 リソースバンドル・アプリケーションの作成 

 ResourceBundle.jar の作成 

• ライブラリの作成 
上記の三つのjarファイルからcustom.client.applib.jar を作成 

 custom.client.applib.jar をライブラリとしてデプロイ 

• カスタマイズ結果の確認 
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スキン・アプリケーションの作成 (1/3) 

 
• Oracle ADF Skin Editor を開き、「新規アプリケーション」を
クリック 



Copyright© 2012, Oracle. All rights reserved. 9 

スキン・アプリケーションの作成 (2/3) 

 
• 「アプリケーション名」に「CustomSkin」を入力し、「次へ」
をクリック 



Copyright© 2012, Oracle. All rights reserved. 10 

スキン・アプリケーションの作成 (3/3) 

 
• デフォルトのまま、「終了」をクリック 
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Custom Skinの作成 (1/4) 

 
• アプリケーション・ナビゲータで、SkinProject1を右クリックし、
「新規 > ADFスキン・ファイル」を選択 
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Custom Skinの作成 (2/4) 

 
• 「ADFスキン・ファイルの作成」ダイアログで、デフォルトのまま、
「OK」をクリック 
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Custom Skinの作成 (3/4) 

 
• 「イメージ」タブで以下の項目の色を変更 

3 

2 

1 

4 

5 
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Custom Skinの作成 (4/4) 

 
• 以下の項目の色を変更し、「スキンに適用」をクリックし、
「すべて保存」をクリック 

1 

2 

3 
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スキン・アプリケーションの作成 (1/7) 

 
• 「設計」タブで、一覧から「スタイル・クラス > その他 > 

.AFBrandingBarLogo」を選択し、「Background Image」を
編集 

2 

3 

1 

4 

プロパティ・インスペクタが表示
されていない場合は、メニュー
から「表示 > プロパティ・インス
ペクタ」を選択して表示させてく
ださい。 
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スキン・アプリケーションの作成 (2/7) 

 
• サンプル・ロゴを選択  

• (サンプルとしてSampleLog200x28.PNG ファイルを使用しています) 

1 

2 
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スキン・アプリケーションの作成 (3/7) 

 
• サンプル・ロゴ・イメージ・ファイルを以下の場所に保存  
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スキン・アプリケーションの作成 (4/7) 

 
• ロゴの「Height」と「Width」を編集し、「すべて保存」をクリック 

1 

2 

3 
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スキン・アプリケーションの作成 (5/7) 

 • 「.AFBrandingTitle」を選択し、右側の「プロパティ」パネルで
レイアウトを選択し、「パディング」セクションの「Padding Top」
を編集 

3 1 

2 
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スキン・アプリケーションの作成 (6/7) 

 
• 「Common」セクションの「Color」を編集 

3 1 

2 
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スキン・アプリケーションの作成 (7/7) 

 
• 「Color」を編集し、「すべて保存」をクリック 

1 

2 



Copyright© 2012, Oracle. All rights reserved. 22 

• カスタム・スキンの作成 
スキン・アプリケーションの作成 

 customSkin.jar の作成 

• UIのカスタマイズ・アプリケーションの作成 
 カスタマイズ・アプリケーションの作成 

 customer-impl.jar の作成 

• カスタム・リソースバンドルの作成 
 リソースバンドル・アプリケーションの作成 

 ResourceBundle.jar の作成 

• ライブラリの作成 
上記の三つのjarファイルからcustom.client.applib.jar を作成 

 custom.client.applib.jar をライブラリとしてデプロイ 

• カスタマイズ結果の確認 
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customSkin.jar ファイルの生成 (1/7) 

 
• Manisfest.MFファイルを作成 

Manisfest.MFファイルは、CustomSkinをデプロイする時に利用します。
内容は、以下となります。格納先は、任意です。 

Manifest-Version: 1.0 
Ant-Version: Apache Ant 1.7.1 
Created-By: 19.1-b02 (Sun Microsystems Inc.) 
Implementation-Vendor: Oracle 
Implementation-Title: Custom Client Applib 
Implementation-Version: 1.0 
Product-Name: Custom Client Applib 
Product-Version: 11.1.1.4.0 
Specification-Version: 1.0 
Extension-Name: custom.client.applib 
 

最後に改行が必要です。 
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customSkin.jar ファイルの生成 (2/7) 

 
• アプリケーション・ナビゲータで、SkinProject1を右クリックし、
「デプロイ > 新規デプロイメント・プロファイル」を選択 

 



Copyright© 2012, Oracle. All rights reserved. 25 

customSkin.jar ファイルの生成 (3/7) 

 
• 「デプロイメント・プロファイル名」に「CustomSkin」を入力し、
「OK」をクリック 
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customSkin.jar ファイルの生成 (4/7) 

 
• 「JARオプション」を選択し、「追加」をクリック 

 
1 

2 

先述に作成したManisfest.MF
ファイルを追加します。 
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customSkin.jar ファイルの生成 (5/7) 

 
• 「OK」をクリック 
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customSkin.jar ファイルの生成 (6/7) 

 
• アプリケーション・ナビゲータで、SkinProject1を右クリックし、
「デプロイ > CustomSkin」を選択 
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customSkin.jar ファイルの生成 (7/7) 

 
• 「CustomSkin.jar」を生成 

 

1 

2 
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カスタム・スキンの作成 
スキン・アプリケーションの作成 

 customSkin.jar の作成 

• UIのカスタマイズ・アプリケーションの作成 
 カスタマイズ・アプリケーションの作成 

 customer-impl.jar の作成 

• カスタム・リソースバンドルの作成 
リソースバンドル・アプリケーションの作成 

 ResourceBundle.jar の作成 

• ライブラリの作成 
上記の三つのjarファイルからcustom.client.applib.jar を作成 

 custom.client.applib.jar をライブラリとしてデプロイ 

• カスタマイズ結果の確認 
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カスタマイズ・アプリケーションの作成 (1/12) 

 
• Oracle JDeveloper を開き、「新規アプリケーション」をクリック 

 

2 

1 
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カスタマイズ・アプリケーションの作成 (2/12)  

 
• 「アプリケーション名」に「CustomisationImpl」を入力し、テンプレ
ートで「Fusion Webアプリケーション」を選択し、「終了」をクリック 

 

3 

2 

1 
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カスタマイズ・アプリケーションの作成 (3/12)  

 
• アプリケーション・ナビゲータで、「ViewControl」を右クリックし、
「プロジェクト・プロパティ」を選択 
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カスタマイズ・アプリケーションの作成 (4/12)  

 
• 「ライブラリとクラスパス」を選択し、「ライブラリの追加」をクリック 

1 

2 
3 

5 

4 

6 

追加するライブラリは： 
BPM Services 
BPM Worklist Components 
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カスタマイズ・アプリケーションの作成 (5/12)  

 
• アプリケーション・ナビゲータで、「ViewControl」を右クリックし、
「新規」を選択 
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カスタマイズ・アプリケーションの作成 (6/12)  

 
• 「Javaクラス」を選択し、「OK」をクリック 
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カスタマイズ・アプリケーションの作成 (7/12)  

 • 名前とパッケージを入力し、「OK」をクリック 

3 

2 

1 
名前：  WorkspaceCustomisationImpl 

パッケージ：  view.customisationimpl 
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カスタマイズ・アプリケーションの作成 (8/12)  

 
• 以下のように、クラス「WorkspaceCustomisationImpl」を作成 

 package view.customisationimpl; 
 
import java.util.ArrayList; 
import java.util.HashMap; 
import java.util.List; 
import java.util.Map; 
 
import oracle.bpel.services.workflow.client.IWorkflowServiceClient; 
import oracle.bpel.services.workflow.runtimeconfig.IRuntimeConfigService; 
import oracle.bpel.services.workflow.runtimeconfig.model.AttributeLabelType; 
import oracle.bpel.services.workflow.runtimeconfig.model.AttributeLabelUsageList; 
import oracle.bpel.services.workflow.runtimeconfig.model.AttributeLabelUsages; 
import oracle.bpel.services.workflow.verification.IWorkflowContext; 
 
import oracle.bpm.ui.customization.CustomLink; 
import oracle.bpm.ui.customization.IBPMUICustomizations; 
 
public class WorkspaceCustomisationImpl implements IBPMUICustomizations { 
    private static Map displayNameMap = new HashMap(); 
 つづく 
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カスタマイズ・アプリケーションの作成 (9/12)  

 
    public WorkspaceCustomisationImpl() { 
        // ワークスペースに表示するカラムの名前と表示文字列のマッピングを設定 
        displayNameMap.put("instanceId", "インスタンスID"); 
        displayNameMap.put("protectedTextAttribute1", "ビジネス状態"); 
    } 
 
    // ワークスペースの外部アプリケーションに表示する外部リンクを設定 
    public List<CustomLink> getCustomGlobalLinks() { 
        CustomLink globalLink1 = 
            new CustomLink("Oracle Home Page", "www.oracle.com", null); 
        CustomLink globalLink2 = 
            new CustomLink("Self Services Application", "http://global-ebusiness.oraclecorp.com/", 
                           null); 
        CustomLink globalLink3 = 
            new CustomLink("BUG DB", "https://bug.oraclecorp.com/", null); 
        List<CustomLink> globalLinks = new ArrayList<CustomLink>(); 
        globalLinks.add(globalLink1); 
        globalLinks.add(globalLink2); 
        globalLinks.add(globalLink3); 
        return globalLinks; 
    } つづく 
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カスタマイズ・アプリケーションの作成 (10/12)  

 
    // ワークスペースに表示するカラムを設定 
    public String getColumnNames() { 
        // コンストラクターに定義したカラムの名称を使用する 
        return "title,taskNumber,instanceId,creator,protectedTextAttribute1"; 
    } 
 
    private static void initDisplayMap(IWorkflowServiceClient client, 
                                       IWorkflowContext context) { 
        // 全てのテキスト属性のラベルをロード 
        if (displayNameMap == null) { 
            synchronized (String.class) { 
                if (displayNameMap == null) { 
                    displayNameMap = new HashMap(); 
                    try { 
                        IRuntimeConfigService service = 
                            client.getRuntimeConfigService(); 
                        AttributeLabelUsageList list = 
                            service.getAttributeLabelUsages(context, "Text"); 
                        List<AttributeLabelUsages> list1 = 
                            list.getAttributeLabelUsages(); 

つづく 
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カスタマイズ・アプリケーションの作成 (11/12)  

 
                        for (AttributeLabelUsages usage : list1) { 
                            AttributeLabelType type = usage.getLabel(); 
                            displayNameMap.put(type.getTaskAttribute(), 
                                               type.getLabelName()); 
                        } 
                    } catch (Exception exc) { 
                    } 
                } 
            } 
        } 
    } 
 
    // カラムのラベルを取得する 
    public String getColumnDisplayName(IWorkflowServiceClient client, 
                                       IWorkflowContext context, 
                                       java.lang.String colName) { 
        initDisplayMap(client, context); 
        return (String)displayNameMap.get(colName); 
    } 
} 

サンプルコードの最後 
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カスタマイズ・アプリケーションの作成 (12/12)  

 
• 「すべて保存」をクリック 
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カスタム・スキンの作成 
スキン・アプリケーションの作成 

 customSkin.jar の作成 

• UIのカスタマイズ・アプリケーションの作成 
 カスタマイズ・アプリケーションの作成 

 customer-impl.jar の作成 

• カスタム・リソースバンドルの作成 
リソースバンドル・アプリケーションの作成 

 ResourceBundle.jar の作成 

• ライブラリの作成 
上記の三つのjarファイルからcustom.client.applib.jar を作成 

 custom.client.applib.jar をライブラリとしてデプロイ 

• カスタマイズ結果の確認 
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customer-impl.jar ファイルの生成 (1/5) 

• アプリケーション・ナビゲータで、「ViewControl」を右クリックし、
「プロジェクト・プロパティ」を選択 
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customer-impl.jar ファイルの生成 (2/5) 

 
• 「デプロイメント」を選択し、「新規」をクリック 

2 

1 

5 

3 

4 



Copyright© 2012, Oracle. All rights reserved. 46 

customer-impl.jar ファイルの生成 (3/5) 

 
• 「manifestファイルを含める」をチェックオフし、「OK」を２回
クリック 

2 

1 

3 
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customer-impl.jar ファイルの生成 (4/5) 

 
• 「ViewControl」を右クリックし、「デプロイ > customer-impl」
を選択 
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customer-impl.jar ファイルの生成 (5/5) 

 
• 「customer-impl.jar」を生成 

 

1 

2 
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カスタム・スキンの作成 
スキン・アプリケーションの作成 

 customSkin.jar の作成 

UIのカスタマイズ・アプリケーションの作成 
 カスタマイズ・アプリケーションの作成 

 customer-impl.jar の作成 

• カスタム・リソースバンドルの作成 
 リソースバンドル・アプリケーションの作成 

 ResourceBundle.jar の作成 

• ライブラリの作成 
上記の三つのjarファイルからcustom.client.applib.jar を作成 

 custom.client.applib.jar をライブラリとしてデプロイ 

• カスタマイズ結果の確認 



Copyright© 2012, Oracle. All rights reserved. 50 

リソースバンドル・アプリケーションの作成 (1/11) 

 
• アプリケーション・ナビゲータで、アプリケーション・ドロップリスト
をクリックし、「新規アプリケーション」を選択 
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リソースバンドル・アプリケーションの作成 (2/11) 

• 「アプリケーション名」を入力し、テンプレートに「Fusion Web

アプリケーション」を選択し、「終了」をクリック 

 

3 

2 

1 
アプリケーション名：  

CustomResourceBundle 
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リソースバンドル・アプリケーションの作成 (3/11) 

 
• アプリケーション・ナビゲータで、「ViewControl」を右クリックし、
「プロジェクト・プロパティ」を選択 
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リソースバンドル・アプリケーションの作成 (4/11) 

 
• 「ライブラリとクラスパス」を選択し、「ライブラリの追加」をクリック 

1 

2 

3 

5 4 

追加するライブラリは： 
BPM Worklist Components 



Copyright© 2012, Oracle. All rights reserved. 54 

リソースバンドル・アプリケーションの作成 (5/11) 

 
• アプリケーション・ナビゲータで、「ViewControl」を右クリックし、
「新規」を選択 
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リソースバンドル・アプリケーションの作成 (6/11) 

 
• 「Javaクラス」を選択し、「OK」をクリック 
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リソースバンドル・アプリケーションの作成 (7/11) 

 • 名前とパッケージを入力し、「OK」をクリック 

3 

2 

1 
名前：   CustomResourceBundle 

パッケージ：  view 
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リソースバンドル・アプリケーションの作成 (8/11) 

 
• 以下のように、クラス「CustomResourceBundle」を作成 

 package view; 
 
import oracle.bpel.worklistapp.resource.WorklistResourceBundle; 
 
public class CustomResourceBundle extends WorklistResourceBundle 
{ 
  // 追加する文字列のIDと値の配列を設定 
  static final Object[][] contents = { { "CUSTOMIZED_WORKSPACE_TITLE", "Customzed Business Process 
Workspace" }, { "CUSTOMIZED_WORKLIST_TITLE", "Customized BPM Worklist" } }; 
 
  // 提供する文字列の配列をセット（スパー・クラスのgetContentsをオーバーライドする） 
  public Object[][] getContents() 
  { 
    // スーパー・クラスから文字列を取得 
    Object[][] parentKeys = super.getContents(); 
    int superLength = parentKeys.length; 
    int length = contents.length; 
    Object[][] result = new Object[superLength + length][2]; 
    int i = 0; 

つづく 
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リソースバンドル・アプリケーションの作成 (9/11) 

 
 
    // スパー・クラスから取得した文字列をセット 
    for (i = 0; i < superLength; i++) { 
      result[i] = parentKeys[i]; 
    } 
 
    // カスタム追加する文字列をセット 
    for (int j = 0; i < superLength + length; j++) { 
      result[i] = contents[j]; 
 
      i++; 
    } 
 
    return result; 
  } 
} 

サンプルコードの最後 
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リソースバンドル・アプリケーションの作成 (10/11) 

 
• 同じ手順でクラス「CustomResourceBundle_ja」を作成 

ソースコードは以下となります 

 package view; 
 
import oracle.bpel.worklistapp.resource.WorklistResourceBundle; 
 
// 日本語環境（ロケール=ja）で自動的に使用されるリソース・バンドル 
public class CustomResourceBundle_ja extends WorklistResourceBundle 
{ 
  // 追加する文字列のIDと値の配列を設定 
  static final Object[][] contents = { { "CUSTOMIZED_WORKSPACE_TITLE", "マイ・ビジネス・プロセス・ワークス
ペース" }, {"CUSTOMIZED_WORKLIST_TITLE", "マイBPMワークリスト" } }; 
 
  // 提供する文字列の配列をセット 
  public Object[][] getContents() 
  { 
    // スーパー・クラスから文字列を取得 
    Object[][] parentKeys = super.getContents(); 
    int superLength = parentKeys.length; 
    int length = contents.length; 
    Object[][] result = new Object[superLength + length][2]; 
    int i = 0; つづく 
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リソースバンドル・アプリケーションの作成 (11/11) 

 
 
    // スーパー・クラスから取得した文字列をセット 
    for (i = 0; i < superLength; i++) { 
      result[i] = parentKeys[i]; 
    } 
 
    // カスタム追加する文字列をセット 
    for (int j = 0; i < superLength + length; j++) { 
      result[i] = contents[j]; 
 
      i++; 
    } 
 
    return result; 
  } 
} 

サンプルコードの最後 
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カスタム・スキンの作成 
スキン・アプリケーションの作成 

 customSkin.jar の作成 

UIのカスタマイズ・アプリケーションの作成 
 カスタマイズ・アプリケーションの作成 

 customer-impl.jar の作成 

• カスタム・リソースバンドルの作成 
 リソースバンドル・アプリケーションの作成 

 ResourceBundle.jar の作成 

• ライブラリの作成 
上記の三つのjarファイルからcustom.client.applib.jar を作成 

 custom.client.applib.jar をライブラリとしてデプロイ 

• カスタマイズ結果の確認 
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ResourceBundle.jar ファイルの生成 (1/5) 

 
• アプリケーション・ナビゲータで、「ViewControl」を選択し、
「プロジェクト・プロパティ」アイコンをクリック 

 

 

1 

2 
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ResourceBundle.jar ファイルの生成 (2/5) 

 
• 「デプロイメント」を選択し、デプロイメント・プロファイルを新規
作成 

 

 

1 

2 

4 

3 
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ResourceBundle.jar ファイルの生成 (3/5) 

 
• 「manifestファイルを含める」をチェックオフし、「OK」を２回
クリック 

 

 

1 

2 
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ResourceBundle.jar ファイルの生成 (4/5) 

 
• 「ViewControl」を右クリックし、「デプロイ > ResourceBundle」
を選択 
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ResourceBundle.jar ファイルの生成 (5/5) 

 
• 「ResourceBundle.jar 」を生成 

 

1 

2 
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カスタム・スキンの作成 
スキン・アプリケーションの作成 

 customSkin.jar の作成 

UIのカスタマイズ・アプリケーションの作成 
 カスタマイズ・アプリケーションの作成 

 customer-impl.jar の作成 

カスタム・リソースバンドルの作成 
 リソースバンドル・アプリケーションの作成 

 ResourceBundle.jar の作成 

• ライブラリの作成 
上記の三つのjarファイルからcustom.client.applib.jar を作成 

 custom.client.applib.jar をライブラリとしてデプロイ 

• カスタマイズ結果の確認 
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ライブラリ custom.client.applib.jar の作成 

(1/2) 

 • 以下のJARファイルとロゴ・イメージ・ファイルを一つのフォルダ
にコピー 

• SampleLogo200x28.PNG 

• CustomSkin.jar 

• customer-impl.jar 

• ResourceBundle.jar 

 

• tempフォルダを作成（以下は、Linuxの場合のコマンド ） 
# mkdir temp 

 

• イメージ・ファイルをtempフォルダにコピー 
# cp SampleLogo200x28.PNG temp/ 
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ライブラリ custom.client.applib.jar の作成 

(2/2) 

 • 三つのJARファイルを temp フォルダに解凍 
# unzip CustomSkin.jar –d temp/ 

# unzip customer-impl.jar –d temp/ 

# unzip ResourceBundle.jar –d temp/ 

 

• 全てのファイルを custom.client.applib.jar にパッケージ 
# cd temp 

# jar -cvfm custom.client.applib.jar META-INF/MANIFEST.MF * 
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カスタム・スキンの作成 
スキン・アプリケーションの作成 

 customSkin.jar の作成 

UIのカスタマイズ・アプリケーションの作成 
 カスタマイズ・アプリケーションの作成 

 customer-impl.jar の作成 

カスタム・リソースバンドルの作成 
 リソースバンドル・アプリケーションの作成 

 ResourceBundle.jar の作成 

• ライブラリの作成 
上記の三つのjarファイルからcustom.client.applib.jar を作成 

 custom.client.applib.jar をライブラリとしてデプロイ 

• カスタマイズ結果の確認 
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custom.client.applib.jar をデプロイ (1/7) 

 
• WebLogic Server管理コンソールにログインし、ドメイン構造
パネルで「デプロイメント」を選択し、「インストール」をクリック 

 

1 

2 
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custom.client.applib.jar をデプロイ (2/7) 

 
• 生成した「custom.client.applib.jar」ファイルを指定し、「次へ」
をクリック 

1 

2 
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custom.client.applib.jar をデプロイ (3/7) 

 
• 「 custom.client.applib.jar 」をライブラリとしてデプロイ 

 

1 

2 
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custom.client.applib.jar をデプロイ (4/7) 

 
• AdminServerにデプロイ 

 

1 

2 

AdminServerにデプロイする
必要です。 
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custom.client.applib.jar をデプロイ (5/7) 

 
• 「オプション設定」画面で、デフォルトのまま、「次へ」をクリック 
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custom.client.applib.jar をデプロイ (6/7) 

 
• 「いいえ、後で構成を確認します。」を選択し、「終了」をクリック 

 

1 

2 
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custom.client.applib.jar をデプロイ (7/7) 

 
• デプロイメント・リストで「custom.client.applib」ライブラリの
状態が「アクティブ」であることを確認 
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カスタム・スキンの作成 
スキン・アプリケーションの作成 

 customSkin.jar の作成 

UIのカスタマイズ・アプリケーションの作成 
 カスタマイズ・アプリケーションの作成 

 customer-impl.jar の作成 

カスタム・リソースバンドルの作成 
 カスタム・リソースバンドル・アプリケーションの作成 

 ResourceBundle.jar の作成 

ライブラリの作成 
上記の三つのjarファイルからcustom.client.applib.jar を作成 

 custom.client.applib.jar をライブラリとしてデプロイ 

• カスタマイズ結果の確認 
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カスタマイズ結果の確認 (1/10) 

 
• 先にWorkspace の状態を確認 

管理者 weblogic でWorkspaceにログイン 
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カスタマイズ結果の確認 (2/10) 
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カスタマイズ結果の確認 (3/10) 

 

1 

2 

「Skin1」とのオプションがない 
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カスタマイズ結果の確認 (4/10) 

 
• 「OracleBPMWorkspace」とのアプリケーションを再起動し、 

BPM Workspaceに再ログインし、カスタマイズ・ライブラリを
利用できるようにする 

 1 

2 

3 



Copyright© 2012, Oracle. All rights reserved. 83 

カスタマイズ結果の確認 (5/10) 

 
• カスタム・リソースバンドルを使用し、ブランド・ロゴとブランド・
タイトルを変更 

 1 

2 

3 

6 

4 

5 

作成したカスタム・バンドル 
CUSTOMIZED_WORKSPACE_TITLEの
定義が含まれている 

手順３でカスタム・バンドルを使用したため、 
CUSTOMIZED_WORKSPACE_TITLEが
使用可能となる 

ライブラリ custom.client.applib.jar の作成
で追加したイメージ・ファイル 
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カスタマイズ結果の確認 (6/10) 

 
• ブランド・ロゴとブランド・タイトルの変更を確認 
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カスタマイズ結果の確認 (7/10) 

 
• 「アプリケーション・カスタマイズ・クラス名」を指定し、「適用」を
クリック 

 

1 

2 

UIのカスタマイズ・アプリケーションの作成
で作成したUIカスタマイズ・クラス 
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カスタマイズ結果の確認 (8/10) 

 
• カラムが更新されたこと、外部アプリケーション・リンクが追加
されたことを確認 
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カスタマイズ結果の確認 (9/10) 

 
• カスタム・スキンを適用 

 

1 

2 
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カスタマイズ結果の確認 (10/10) 

 
• スキンが変更されたことを確認 
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FAQ 

• ブランドのロゴをカスタマイズするためにアップロードする画像サ
イズは何ですか？ 

画像サイズは、適切に表示するためには120px ×40px （長さ×幅）とする
ことを推奨します。 

サイズが大きいイメージを使用した場合はブランドロゴのサイズに収まるよ
うに圧縮されますが、より良く表示するためには上記のサイズの画像を使用
してください。 
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レファレンス 

• Skin Editorのユーザー・ガイド 

http://docs.oracle.com/cd/E24382_01/user.1112/e17456/toc.htm 

 

• カスタム・スキン JAR ファイルの作成の場合 

http://docs.oracle.com/cd/E24001_01/web.1111/b31973/af_skin.htm#

CHDBEDHI 

 

• カスタム・リソースバンドルの作成の場合 

「B Customizing a Resource Bundle」 

http://www.oracle.com/technetwork/middleware/soasuite/documentati

on/oracle-bpm-user-guide-ps4fp-487863.pdf 

http://docs.oracle.com/cd/E24382_01/user.1112/e17456/toc.htm
http://docs.oracle.com/cd/E24001_01/web.1111/b31973/af_skin.htm
http://docs.oracle.com/cd/E24001_01/web.1111/b31973/af_skin.htm
http://fmwdocs.us.oracle.com/doclibs/fmw/E10285_01/web.1111/b31973/af_skin.htm
http://fmwdocs.us.oracle.com/doclibs/fmw/E10285_01/web.1111/b31973/af_skin.htm
http://fmwdocs.us.oracle.com/doclibs/fmw/E10285_01/web.1111/b31973/af_skin.htm
http://fmwdocs.us.oracle.com/doclibs/fmw/E10285_01/web.1111/b31973/af_skin.htm
http://fmwdocs.us.oracle.com/doclibs/fmw/E10285_01/web.1111/b31973/af_skin.htm
http://fmwdocs.us.oracle.com/doclibs/fmw/E10285_01/web.1111/b31973/af_skin.htm
http://fmwdocs.us.oracle.com/doclibs/fmw/E10285_01/web.1111/b31973/af_skin.htm
http://fmwdocs.us.oracle.com/doclibs/fmw/E10285_01/web.1111/b31973/af_skin.htm
http://fmwdocs.us.oracle.com/doclibs/fmw/E10285_01/web.1111/b31973/af_skin.htm
http://fmwdocs.us.oracle.com/doclibs/fmw/E10285_01/web.1111/b31973/af_skin.htm
http://fmwdocs.us.oracle.com/doclibs/fmw/E10285_01/web.1111/b31973/af_skin.htm
http://fmwdocs.us.oracle.com/doclibs/fmw/E10285_01/web.1111/b31973/af_skin.htm
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レファレンス 

• UIカスタマイズ・アプリケーションを作成する場合 

「C Customizing Applications in Process Workspace and the 

Worklist Application」 

http://www.oracle.com/technetwork/middleware/soasuite/documentati

on/oracle-bpm-user-guide-ps4fp-487863.pdf 

 

• イメージとJARファイルをライブラリの一部としてデプロイする
場合 

「D Deploying Images and JAR files as Part of a Shared Library 

JAR file」 

http://www.oracle.com/technetwork/middleware/soasuite/documentati

on/oracle-bpm-user-guide-ps4fp-487863.pdf 
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http://fmwdocs.us.oracle.com/doclibs/fmw/E10285_01/web.1111/b31973/af_skin.htm
http://fmwdocs.us.oracle.com/doclibs/fmw/E10285_01/web.1111/b31973/af_skin.htm
http://fmwdocs.us.oracle.com/doclibs/fmw/E10285_01/web.1111/b31973/af_skin.htm
http://fmwdocs.us.oracle.com/doclibs/fmw/E10285_01/web.1111/b31973/af_skin.htm
http://fmwdocs.us.oracle.com/doclibs/fmw/E10285_01/web.1111/b31973/af_skin.htm
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